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by the Rcciprocity Method
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Abstract

When a colldenser】11icrol)honeisintended
for the acoustic standard,itneeds

to be kept on the sa]一一e reSl〕OnSe at alltimes,bt-t this means a､†ery difncult

l-aSk.

In the effort of del▼elol)ing a calibration system which makes no use of the

standard,thewriterandbiscoworkersha､▼eaSSeinbledanabsolutel)reSSureCalibraT

tion equipmentofcondensermicrophoneson the reciprocitymethod･In this paperl

tlle Writer,s calct11ation of theinfluenceof electric,aCOuStic and electroacoustic error

orlmicrophoneresponseisrelatedtogetherwiththeequipmentusedintheresearch･

l■ntheresearch,hehadtotacklewiththemajor problem that`unlessindividual

error of each component of the equilPment Werelnade smaller than O･013dbirl

a＼▼erage.the tot′alerror couldnot be heldunderO･2db･

Irl｡rder to dhninish acoustic and electroacoustic errorsitis necessary to ha､▼e

l_he且rstconsideration as regards crosstalk.insulation▼Stray CaPaCitance,】-Oise,and

l-he stabilityofmicrophonesin electroacousticreciprocity theorem･

After fulldiscussionin these resl)eCtS,tlle Writer has got tllrOugl一the problem

and glrenthe successfulresults asdescribedintllis art三cle･

正されたコンデンサーマイクりホンを以でⅠ二場の占▲響標

仁Ⅰ′】緒 盲

適†｣■斉の送†〃別技び受†卜す佃｣両端は､

上するものが多い_我々も亦′電話機=

′電1こ占･轡機招で終

高齢､受話箸;~‡､

電鈴上宇の製造に閏七■･しているが､これ等磯部の-†生徒を示

すものとして､亡三■f･に閲する二度が先づ第･に挙げられる｡

この感度を測定するためには､是非とも二言の大きさを

正確に測定Lなければならない.数年潮遷は宕の標準が

確立さ′才Lていなかったため､｣~-｣:による比較測定さえ行わ

れ､2～3dl)の

､た-ノ､_.ノ

度差も無視 易れさ
､時′々間蟹が.起き

その後､電十分紬ニケ･てて標準離せ必要としない音響

相互校正裳苗ガ完成さ九､ニズ=ニュって定期的に較

*

Fl十製作所戸塚｢旦

嘩舘とし､製品のノ 度はこれと比較測定Lてきた､.小 ⊥1

を測定する物指しほこれで-一一応安定となり､0･5山一の｣王

確さで感度を 示することができるようになったが､標

嘩のマイクロホンといえども､次の較正期日迄の

変化ほ皆無とはいえず､~l与の標 錯としてマイクロホン

を保守することは杏易でほな･く､∩･5剖〕を云々する綿密

潮冠にはかなり問題があった｡

そこで､我々も′温々公社の際準装置と同じ原理に且く

音響膿準箸丁吉の安らない､賂一一次音響標 置を

盟作完成し､常にマイクロホン感度の絶対値を0･2dl-

の精度で測定できるようにしたり以下この装置に就いて

注射乍上翻意した点の概要を記述する｡
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評 論

雪蜜標準塞仙/

(安吾舌苔)

第35巷 第9号

音響標葦呆.′･眈2

謂麓売声結合相室(マイク｡ホン)
喋埋に就いてほしばしば報告･されている叫ので古庄竹

マイクロホンに限定L閻葎.に紹介する｡全く可逆的に動

作する昔圧形マイクロホンの､マイクロホンとしての感

度と､受話器としての感度との間には▲一定の関係があるこ

これを可逆則と称する｡.2前文ほ3筒の機器を結合して､

電気的伝送損失を測定することにより､音圧 度の絶対

値を求める方法を､可逆別による相互較正法と称する/

こゝでは､3箇のコンデンサr-一寸イクワホンを2箇づつ

組合せて測定する方法に就いて

(り コンデンサーマイクロホンの可逆則

電気インピーダンスがノ諒百の形で表示される静電型

マイクロホンを､古源として用いた場合の

マイクロホンとして用いた場合のチ

のr

た一打=義一々ノ.･×10γ
但し た_1J=

Å･J.､

e
∵
p

l-:

≒度

度たム･と､

ゐ一打との間にほ次

し1ノ)

無負荷時の開放端子 圧しⅤ/J

気端子開放の状態で､振動峡に加

えられた古庄(〃bar:ノ

音源マイクロホン入力 圧しⅤ｣

ク:容積Vcm3の結合気密室西に発生す

る音圧(〟bar〕

結合気密室容積(tm3ノ)

結合気密室内気体の断熱体積弾性率(慧ノ
この関係式を用いると静′義型マイクロホンの感度絶対

値が測定算出可能となる二_

(_2〕相互校正法(3)

第1図の如く2箇のマイクロホンを結合気密室により

音響的に結合したものを電気四端子回路網として伝送損

失を測定するり測迂l叫路は第2図の如くで､測遥プノ怯の

詳細は本誌上で既に紹介(4)されている

ので省略する｡この場合の伝送損失ほ

一凡2-20log晋=20輌ノ√1+20lo只た.け2

＼
l
ノ

2

但し ゐ〟l:No･1のマイクロホンを

音源として用いた場合の

感度(慧)
良一′2:No.2のマイクロホンを

受吉例に用いた嘲れの感

度(宝器)
Ⅳ12‥ 上記の場合け減衰需詫ネ

｢~dt)

振動膿
′

外雲B電極

〔㌦
pナ

{､

牒摘

′絶縁

尻l弛白

匡■

什.-

【コ

/

ヨ.
≡≡経塚軋

出′

♂ J /♂J〝

や1図 マイクロホン及び音響帝今による等価電気四
端子網

Fig･1･MicrophoneandEquivalentFour Terminal

Net-Work by means ofAcoustic Coupling

20log
600

60
■ 減衰器用力分圧回路の減衰量(db)

j-=ち伝送眉失ほ両方の機器の感度積に等しいのであ

る∴同様にマイクロホン3箇を軌､て順次組合せて測定

すると､

ーーーAち3-20log

ー∧㍉-20log

600

60

600

60

=201(〕如椚+20lo画一椚‥‥〔3)

=20logた/′3+20log烏〃1

ヽ
ノ
ノ

4イ､

それぞれのマイクロホンに関する可逆則｢1､')式をし2)

-､3Jr4ノ)式に代入して肇掛ナば次のようになる｡

20log点.′1=

20log烏_,′コ=

.＼-･∵.＼-･∴.＼･.

ー101qg豊
10log一管一苦-70

_＼-….＼:･.ヽ､･.:

ー10log

2(Jk)g烏.-′二う= .ヽ'∵

2

CIC2 Å~

l､ご･l

-｣.0log

ー70

∧ち3一燕1

一101()g

第2図 案

2

C2C:ミ Å▲

L'1l/'

ーー▲1〔)log

ー7()

綻

Fig･2･1′Ie:lSuring RlりCk T)iこtgram

.(5'.)

.し6〕

＼､ノ′7



第 一･ 響 便 準

但し Cl,C2,C3はそれぞれのマイクロホンの静電容量

しF.〕

し5人6)(~7｣式によれば､減衰器の読み､静電容量､結

r-㌻気密室容積､体 を求めることにより､3筒の

マイクロホン感度が判明するu又(:い式を朴､ると受話

器としての感度も知ることができる.一

(_3)可逆則成立に関する条件

し1こノ式の誘導過料こは穐の条件が含まjL､これを無

祝すると大幅の誤差となるので､是非検討する必要があ

るユ列拳すれば.次のようになる.｡

しA二) 振動状態は音響脛招来よって何等の変

化をも受けないことL

(_1｣式の の隙この仮定を恥､ている._ノ実際関越と

しては､振劾膜のインピ←ダンスを結台気密室の音響イ

ンピーダンスに比して十分高い状態忙し､且結

lノ｣の音圧分布が---･と見なし得るように､音波

合宗(密室

比し

て結合気密室の寸法が十分小さい状態にして､この世冠

に近づけないとそれだけ訳差になる.一

〔二B_)可逆的であることし｣

受話誤として用いた時の力係数と､マイクロホンとし

て用いた時の力係数が克く等しくないと､完全に可逆的

であるとはいい得ず､し1｣式ほ成立しない.

(_Cノ マイクロホンの電気インピ←ダンスは純キャパ

シタンスであることしノ

(､1)式の

いるから､絶縁抵抗の低いもの､音響負荷の影響の低い

ものは誤差となる.っ

ぐl力 マイクロホンの感度とLて開放腐起電圧を測定

することし

振動膜のインヒ←ダンスか十分高くなければ､電気息

荷ほできるだけ小さく､ユi=ち電圧取出し口のインピ←ダ

ンスを十分大きくとらなけれほ誤差になる､こ

本装置の如く､極めて高い精度を要 ー｣膚
ヲ るものでは､

これ等の事項をどの程度まで満足されるかか間魁であ

る｢⊃

次▲l羊でこれご号のr已主差に放いて検討する｣.

隠埋的にほ､以上のようにマイクロホンのプ≒ 度を測定

できることは明らかであるが､測定誤差が0･2dl)以上も

あるよ 標まで
1.｢】ノ

の測定精度を左石する諸種の原債を考冥ギL.､装置製作上

留ノ鼓した点に就いて

各測定値の誤差がマイクロホン感度の誤差として如何

に現われてくるか､第`､5)式から観察して一礼よう.r5〕

式を二書き改める土

侶 カニ 較
_~i巨

装 置

2tJIug々_,′1= ･＼:.･＼､･

一101(唱

2

C3CI

Cご

ー10log

1-)log苦-7U
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各項の測意値蹟差を｣で表わせば､全体の誤差｣ノー､i主

｣ノ■'=

】 ゝ･ご

｣十:こ
2

10log

10log

』ノVlヱ

2

Cl+｣Cl

l･

Jヤー1
2 一10log

十11)log

600+｣600_｣

C=-+｣C3

C:†

C2十JC2

(､こ:

10log
60十｣6り

も0

謹呈差｣には±があるか､最大許拷を考えると､

｣左裾け=3(一字)+3(10log
j-101りg

600+』600

600

/J Jlく
1りlog二

｣打

C十｣C

e

+10log

ト10log-

60一十｣60

60

l､｣l､

l′

ほ顎似3項の小鼻大のものを探

るものとするノ

もし｣〃,｣Cの誤差か3箇共同-･1■向であれば

｣′･-1ナ■

但しノ 上`1()1()g

t--101哨CプC-トご10logズ憲ズ｢9′ノ
ざt4方=10log-60‰芸叩

､ヽゝ

TlOlog一鱒去言60十10log-′誓打十101哨rγレ′
(サ)式のように表示することができる｡.吏に各項の誤差

が締めて小さいときほ次のように書換えられるし.ト=

10l(唱

従/ノ)て

｣f･1=

∂flOlogしギ+1ざ
り.＼､

10ムlズ

ー方

で+1ツ〔'､､10｣ノr

.＼､
.し10.J

以上の外に､マイクロホンの感度ゐ一Vlそのものの中に

含まれている偏侍電圧､絶縁抵班､LIl二:の(3J項にの

べた渚条件を忘れては重大な過誤をもたらすことにな

る｡(二9ノ)式及びこれ等のあらゆる誤差.瞑困を第1表〔次

頁参照.)のように分類してみた_.マイクロホンナ 度云呉差

を0.05dl)以下に抑えるための所要限界精度を項目毎に

共体的に示しているこ

〔l:)電気的誤差

測定の大部分は電気的計測であり､′息気的測定計主差さ

えなければ､それに応じて･~占･幣レベル潮竃の粁産もかな

り高いものになる_.

(~A＼) 巴へ･｢瀕直 差

抵抗減衰蕃州立分圧回路の抵拭値は正確に540β,60β

にならなくとも実j･Rt｣他に就いて計算した減衰量を拝hりし

エ､
-

叫声で仇 耗才尉別種墨Ⅵ
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電
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葡 互 校 正 の 告 差 分 頬 と 長 大 誤 差

Sectior10f Errors on MutualCalibration and Maximum Value ofI〈rr｡r

測
定
値

マイク ロホン感度に

対 す る 讃･某≧(db-)

1.刑()g

∬2｣一方3

､＼~･:＼■･

･l■･

＼､､

0.05dlっ!'実 測 結 果

束還蒜㌢■聖霊誤
差*8

45db

540J2

60J?

〔).】_db

0.4ガ

0.1db

0.1J2

0.1β

0.050

0.007

電吐計

漏話(雄二音､波形歪を含む〕

性

絶

20log

2nlog

10log

10log

101(_Ig

ズ1｣-一方.i

＼:

右十10

･＼､

端十方6

.＼＼､

一羊+∬丁
耳丁

｣¥8十和

＼

1(‖ヰ0畳+1)
1()log

101し)g

10log

101()g

101【)g

600十方.1り十ズ川

600+一方川

ヽl~

･､･､

ノゝ(;

一策2十方エコ
､＼l:

方1:i-ト∬j3

Å~~這~~~~

273.16十ズi4+ガ1J

1-1-0･On367(ズ14十動力

1,73ⅢM道

以上

200V

50PF

2.7V

15cm3

20｢■C

0.5PF

0.06V

0.03V

*i

-39db

0.5PF

*5

0.3%

0.17cm3

8.7

==llさこ

1･)log(ト諾十1諾)*6与.㌫mま竺呂這
2nlog

ズ｣6+Z.･l

20logズ17･ズ⊥4

201し)g
耳8十10

ズ18

､＼■･､＼二

0.5

10-~■C

以上

dl)1∴C

1,730Mガ

0.05dl)

0.5V

2,500Mβ

0.1PF

0.02V

0.01V

【60db
以~F

0.01J2

0.3PF

0.03%

0.1cm3

0.2

mmHg

0.2二C

0.025

().03′4

0.008

0.017

0.016

0.004

0.()0(.)

仇n26

().005

().029

0.000

0.000

14-18cm:j で変
化0.1db以下

200V D.C.で

4,20nMJ2以上

*1叫2,∧ち3,Aち1の書1差が軒一一方向であるとき､その中の最大のものを∬1とする〔

*2 大部分城東器そのものの表示羞差｡

*3(5〕,(や),〔7〕式中のCl,C2,C3の.輿羞か同一方向であると車その中の最大値なズ.～とするこ

*4 所要信号以外のものがすべて什側にのみ混入すると仮定した最大甘美を示す.二
*5 4･000～5,nOOこ㌧ の城東器読みの差が4dl〕の※例の場合｡
*6 第1図の如く緒合室の形が円筒形で半径方向の共振を考え点くてよい場合｡
*7 結合気室容按､音源と受音てイクの交換､入力電圧を変え滅嚢器謹みの変化で検すL

*8 0.05db 訊差限界値
0.05db の緋美にな
匿を_示す｡

る
は通常測定値に対しこれだけの誤差があれば各項目轟にてイク_?ホン特産として
ことを示す｡測定誤差とは読解㍍某､計薔の愕倭等あらゆる.斗~{∴亮を含んだ信輯｢眼



第 一･ 響 標 準

iこは10M〟がついており､電圧峰トーを小さくするため

にほ高度の絶縁抵抗が要求されることになる.･こ.入力電圧

計､川力 の計レ′
岩好

レ いが､一日｣換授

什により指針静止ド′∵置が変動する分に対Lてほ誤

ル
､

二｢モ

｣
｣
埴
讃
長
叶
叫
‥
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;二

｣T∴■
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鱒
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ク
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Fig.3.

′.三ニー云4囲

Fig.4.
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♂.～【

(プJ肋い

一
,
､
●
､
,

､

にな

ノ削盲二範到

前置増幅畳_り_膚Et(.･′ル)

(〝.掃両掛こ'1コテ)二電圧)

合 信 号 対 雅

∩＼,erこ111Signaltし)Hし)ise】‡rlti(】

き†(八/い1

比

､

隔器選択特性

GElin Ch;lrこICteristic of C.R.

Tuning Amplほer

/.■
′′/′′

1チ■三5図

〟-′'J

モ ま′J､人〔1

7

しう.〟
..仇7

前ぼ増幅器 周 波数二特性

lTig.5.Frequency Chこ1raCteristic of

Pre-Ampli鮎r

附.育:較 イ 装 置 1333

る｡.何方-しにしてもこれ等の誤差ほ､各々測定計器の

を向上せL-むれば解

度

できる問題である｡製作上問題と

なるのほ絶縁抵抗の外に､減衰量及びマイクロホン静電

容量に間接に混入してくる電気的間接誤差を､どこまで

′｣＼さくなし得るかである｡

(二B〕間耗誤差

電気的な漏話､雑音､50㌔誘導等は間接肌忙し8メサ)

(10)式の減衰量』･Ⅳに誤差として含まれ､受音側マイク

ロホンと並列になる測定回路の漂遊静電容量は､』Ciこ

誤差として含まれる｡これ等ほすべで前置増幅器の性障

如何によって定まり､専らこの点に最大の努力が傾けら

れた.｡特に入力格子の回路の部品に就いては耐圧､耐湿､

経線抵抗､~孤島雑古､

なる∴

静寺遮蔽､接地等が問題の掛L､と

漏話を完仝に防｣卜するためにl副路の榔二掩行い､その

川的を速Lた.-､粁占一ほ10MJ2の宋素抵新調び真峯皆の

吟味により､仁i号対経書比を-40d【)に抑え､更に同調

増幅掛こより選択増幅を行い､結ゎ特性として第3図の

如く
一52dl-以下の好結果を得ている.〕同調増幅器の特

性を第4図に示す｡■前置増幅器の川渡数特性は､第5図

に示す如く低域遮断特性を持たせ､50亡りの誘さ尊軋r二に役

立せている 漂遊静電容量を極めて小さくするにほ､受

吉例マイクロホンから60βの抵抗に至る導繰せ机謀る

だけ如くしなければならない 綜rナ詣率は第`図に示す

ように間鮭はない｡

実 に完成した装躍ほ第7図､第8図し次貞参照誹こ京

す.､.測定架は埋込コンクリートブロックに固定され､__j二

部は防震ゴムを介して大ルに支えられている_.前置増幅

笥こ;､偏 電圧の電源は電池を仙､､その他ほすべて交流

電源整流器を川いている.ノ電気的間接誤差を少なくする

ため､前置増幅器盤､抵抗減衰箸誉棺､肯響 ｢ミ溜‡盤を近

拭せLめてある｡

r二2~)音響的誤差鮎

川上は主とL.て装崗月体の電気的誤差であるが､彼測

定マイクロホンに関する-.キ響的誤差もゆるがせにできな

-､ケ/ソ
Jこ
†⊃

掛

目

_
/

△一一一~ △/?一一･△一一~~△一

l

x一-----疇- ノ/ノ′ゾ′

｣ユル.≒･音睾周 一サ

ノ△一一一△′

_〇一○一一○一0

′メ/ズ/X/ぺ

ト

1

1

-
､､､､

JミJ /〈J

結貰増強笥_:1･､丁フ電圧 (〝ルリ

雄机1両端に.り[J｢う竜た)

ぅ■パラ区
丁･′√一 合

Fig.6.Tot;11Distortion
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第7図 第一次音響 準相互頓正装帯

Fig.7.Primary MutualCalibration Equip-

ment of Acoustic Standards

い｡それは｣Ⅰ二｣章のし3ノ項で

立 許

ベたように､相互較正法

が成立するためには多くの条件があり､標準用として特

に作られたPS-102 イクワホンでも､完全にそれら

の条件を満足するとは限らないからである｡大要を列挙

すれば第l表のようになる､′

以下これに就いて説明するノ

しAこ)結合気密室容積

(8｣式のdrには音響 含器容積の誤差と､マイクロ

ホンの前罵容積の誤差とが含まれている｡し1〕式でほマ

イクロホンとして測定した時の容積と､受話器として測

定した時の容積が全く等い､ことが必要であり､〔5)(6〕

し7)式では3箇のマイクロホンを組合せた3回測定の時

の容積が等しいことを条件としているから､マイクPホ

ンの前窟容積を計算しで補正することほ､実際問題とし

て困難である｡故にマイクロホンとしてぼ前寛容積の揃

ったものを選定する必要がある_

室気の気体弾性係数そのものは､温熱こよって殆ど影

響を受けないが､測定小の温度変化ほ､結合気密毒洒の

圧力変化をもたらしマイクロホンの膜面にも恋い影響を

与え誤差となる｡

(二B)結合気密室の周波激特性

測定周波数が戎経度以上高くなると､ 合.誌密室､j~法

第35巷 第9号

茸冷発生器 勲正宗 電圧測定架

第8図

Fig.8.

配 置

Post of Parts

に比して占`波長が短くなり､一様音圧分布でなくなるか

ら或周波数以_上でほこの補正が必要となる｡第1図に示

すような簡単な円筒形結合気密室では､次式(6)により軸

方向の古庄補正を行えばよい｡即ち次式で求めた値を

し5)(や)(.7)式の叫2,∧ち3,∧ち1に加える｡

201ng(1一諾+妄諾1)･ ･(11､)

但し 振動角周波数(27ゾ｣

マイクロホン膜面対向距離(..cm二)

細伝播速度(
エ=1･5〔nlの場合これを図示すjLば弟9図の如くであ

この補正は周波数が0･7×左道の範酢､それ比ヒ
の高い周波数には適用できない｡(6)実験的にたしかめる

にほ､基気の代りに7lく を用いて検する｡

(′:C_)マイクロホンの振動膜機械インピ←ダンス

し二2〕式の烏_-′2に｢1､j式の条件を代入すると

t一一一叫戸20log豊+2･)lt〕如1十20log品々〟2×10--7
イ12.l
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第9図 結合気密室周波数特性

Fig.9.R∈SpOnSe Of Coupler

容積rをI′/に変えた時の湖東誤の読みを∧〝】=とす

･二_

ーーー〃′】ご=20log豊1-2(Il昭ゐ′‖

-｣2nlog芸ゐ人･2×1り-7
r13トイ12う を求めると

州竺--〃′1コ=20一明若
充分低い周波数で､

.(131

.t′14､)

｢T気密宅の容積を変えて実測し

(14)式のl相隣を満足するならば､如仙鳥肌が変化してい

ないことを示す()換言すれば､マイクロホン膜のインヒ

rダンスが 合妻≠積の苫響インピダンスに比Lて1一一分高

∴ マイクロホン自体の感度が 合容積の大小に影苧苧さ

れていないことむ間接的に実証Lたことになる.

(_1)_)マイクロホンの可逆性(7)

~■キ源例のマイクロホンと受吉例のマイクロホンな`:二三推

すると(1･2)式は次のように変る_

典1=2(糎諾--1-2川0れ.･2
~ト2仙g砺ゐ′‖×]り~~7 L.15〉

(15トー〔12)を整頓すると

∧12十201()gCl=∧ちj+2り1哨(ノ1ヨ
.(16ノ

もL減衰一県の読み〃12,燕- と､マイクロホンの静電宰≠

境Cl,C2の関係が(16.)式を満足すれく･･よ､-･応可逆削

が成~正するものとこ考えられる.但し受音側マイクロホン

に並列に混入する装置の 甜遊叩示 量がある場合にほ､

たとえ可逆性が成立つ些行十でもL16〕式の問係ほく∴削

るから注意を要する〔

61

(E〕マイクロホンの偏倍電圧特件

マイクロホンの感度は偏倍 拝に比例するから､減衰

器の読み〃12,Ⅳ′1ヱと､偏侍闇｢仁方,E/との掛こ次の間

係式が成立つ筈である｡

瑚ニー〃′12=2×20log一芸_(17〕

もしもこの関係を満足しない場合は､マイクロホンの

絶縁が悪いか､マイクロホン振動膜が静電l吸引力に影響

される群弱いかであるこ

しF)マイクロホンの着任特性その他

マイクロホンに-与~･える一昔圧が 限度以上になると､-fl

圧と出力電圧とが正しく比例しなくなる(二 丈音源側に川

いたものでは､入力竃 上になると波形が許

むから､入力電圧を変えて､減衰器の読みに変化がない

かを調べる必要がある.ノ

その他マイクロホンにも多少の温度特性があり､測定

は温度､気圧の変化しつつある時を避け､比較的矩時間

に完了した方がよい.)又較正は佐用状態に近い状態で行

うか､ は較正状態と佐用状態の感度変化を前以て実測

して置く必要がある･｡相互較正の所要条件を完全に満足

するマイクロホンはあり得ないから､以上の項目を実測

検討しなければ誤差を云々することほできない｡

以上各項目を検討し､装置に就いて実測した結果を第

l表に附記した｡この リさから見ると電気的間接誤差ほ

問題なく､むしろ■直接誤差の拭杭減衰器､偏倍電圧の誤

差が比較的大きい｡減衰器の測定誤差の中で一番大きい

ものほ減衰器そのものの較正値であり､0.1dbの精度し

かないから､各種の減衰量に対する 密な較正表を作成

し偵用する必要があるト偏惰電圧に関しては､絶縁砥拭

をこれ以上に改善することは困 であるから､更に精度

のよい電圧計をけJいる必要がある...膏幣讃等差の｢いでFト【′二

α7J揮(び■ β7 〝

笥波教 r什C)

Z♂ ユβ4♂J〃

溝1U国+相 互 較+正二 軋)-一 例

FilI.1(L Examplei)y Means of Mutual

Calil〕ratiolつ
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つのほ 合気密室を構成するマイクロホン前麗容積であ

る･∴現状でほ±0･1cm3の変動があり､ 含気密室とし.

てほ±0･2cm3の誤差になる場合もあるから､前窟容積

を実測してなるべく揃ったマイクロホンを選定し､且結

合気密葦の容積ほ実測計算値を批､なければならない_〕

以上実測計算の リ∴マイクロホンの進達に留意しさ

えすれば､(二9_)式に関する最大誤差ほ0.2db以内に県

め得るのである｡参考までに電々公モーヒ通信研究所で較正

された値と日立製作所に~.腔て較正Lたものと比較する

と第】0図の如くfi†賞美の最大値ほぐ).1dl一種度であるご

〔ⅠⅤ｣結

恒久的に安竃な音響標

~喜■

㌫を人手し､その｣

を高い精度で保守することはきわめて困

度レベル

であるから､■

本報告で述べたように､相互較正法によって感度の絶対

値を求める方が簡便であり正確であるし Lかし′､マイク

ロホンが可逆則の諸条件を満足するや否やを厳密に検討

L-なければ､たとえ1箇だけ不安定の場合でも､すべて

の実測値､審即したノ

留ノ責を要する._.

度竿ほぃ頼できなくなるから特に

第1表の実測綾里からみて､動こ測蓬誤差を少なくす

るためにほ､抵抗減衰帯､偏侍電圧､マイクロホン前

容積等の精度を向上せしめなければならない｡,

可通則による相互較正法は､絶対ノ 度の基 器として

抵抗減衰器及び静電容量､偏倍電圧計､抵抗､周波数等

の基準器に依存するものであるから､これ等の計測器ほ

常に較正して川いなければならない､ニ

J⊥ヒ相互較正装置の誤差原閃の概要を具体的に列挙説

明した∴本

第35 第9号

置の製作に当り御指三尊をいただいた 々公

址通信所死所小林博士､鈴木民治氏､父種々御革齢童を戴

いた1二場の帝都

尚

ノ
l
＼ を点の す次第である｡

西山研究主任指導の下に≡トとして田

島興氏の努力によるものでありあわせて謝意を表するも

のであるこ
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